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学校を長期欠席したり、登校しても教室にいなかったり、他の子とちがうことをしている

小中学生は、全国で 50万人にものぼるといわれています。 

学校や相談・支援の現場の先生がたと、「学校に行きたくない」ことについて考えてみま

せんか。子どもたちを描いた図書も、ご紹介します。 

     質疑応答あり、そのあと時間により個別の内容にも応じていただけます。 

場所：守山図書館 (名古屋市守山区守山 1-6-1) 2階 集会室 

対象・定員：一般 15名 （先着順・2回とも参加できる方を優先） 

申込：10 月 20日（水）10：30～ 来館または電話にて     

どちらか 1回の受講を希望される方は 10 月 23 日（土）10：30～  
   

申込み・お問い合わせは 名古屋市守山図書館 

☎052-793-6288 FAX052-793-6289 

第 

1 

回 

11月  6 日（土） 

10：00～11：30 

◎「学校に行きたくない」を考える   

 講師 市原千明さん 

（不登校特例校 星槎名古屋中学校教諭） 

第 

２ 

回 

11月 10 日（水） 

10：00～11：30 

◎ 学校に行けない子どもたちのために 

～名古屋市の不登校支援について～ 

講師 冨田宏行さん 

（名古屋市教育センター 指導主事） 

 

 

 

 

 
理由が 

わからない 

どこに何を 

相談したら？ 

進級したら 

行ける？ 

卒業後は 

どうなる？ 

今のままで 

いい？ 

行った方が 

いい？ 

 

 

 

 

 

行かないと 

ダメ？ 

いま 

何ができる？ 
 

令和 3年度 子どもと本の講座 

このまま？ 


